
 

 

 

 

 近年、土砂移動による甚大な災害が頻発しています。災害要因と危険性の評価は、自治体、住民、行政機関に

とって重要かつ喫緊の課題となっています。この度、新潟大学災害・復興科学研究所（流域保全学研究部門）で

は、重力による物質移動に起因する災害の危険性を適切かつ効果的に分析し、評価する方法について議論する標

記の国際シンポジウムを開催いたします。是非ともご参加いただきたくご案内申し上げます。 

 

日時 平成２８年１１月１２日（土）11:00-16:45 （受付10:30-） 

会場 ホテルイタリア軒 ５Ｆ「トリノ」 

新潟市中央区西堀通7番町1574番地 TEL.025-224-5111 

駐車場に限りがございますので、ご来場の際は公共交通をご利用ください。 

定員 80名 申込締切 11月3日（木） 

     定員に達し次第、募集を締め切らせていただきます。 

言語：英語  ※プログラムは裏面にあります。 

主催：新潟大学 災害・復興科学研究所（流域保全学研究部門） 

共催：一般社団法人 北陸地域づくり協会、公益社団法人 日本地すべり学会新潟支部 

 

 

参 加 申 し 込 み 

新潟大学 災害・復興科学研究所（流域保全学研究部門）  E-mail  mizuno-m@gs.niigata-u.ac.jp  
                   ＦＡＸ ０２５－２６２－７０５０ 

下記に必要事項をご記入のうえ、E-mail又はFAXにてお申し込みください。 

連

絡

先 

会社・団体名： 

お名前: 電話番号: 

参

加

者 

お名前（フリガナ） ＣＰＤ受講証明 お名前（フリガナ） ＣＰＤ受講証明 

 必要・不要  必要・不要 

 必要・不要  必要・不要 

 必要・不要  必要・不要 

※CPD受講証明書の要否について、いずれかを○で囲んでください。 

＊聴講券は発行いたしません。こちらからお断りの連絡をしない限り、申し込みどおりに受付いたします。 

＊申し込みにより知り得た個人情報は、シンポジウム開催にかかわる必要な範囲でのみ利用させていただきます。 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

新潟大学 災害・復興科学研究所（流域保全学研究部門） 水野 

〒950-2181 新潟市西区五十嵐二の町8050 TEL：025-262-7934 

 

参 加 費 

無 料 

申込締切：平成28年11月3日（木） 

先着80名様 

 

自然災害危険度分析と警戒区域設定に関する国際シンポジウム 

“International Symposium on Natural Hazard Analysis and Hazard Zoning” 



 プ ロ グ ラ ム    土木学会認定ＣＰＤプログラム（申請中） 

 

（受付開始 10:30） 
 

開会  

11:00- 11:05  開会の辞：丸井英明 － 新潟大学災害・復興科学研究所 特任教授 

講演(Ⅰ)  座長：福岡 浩 教授（日本語通訳含む） 
11:05-11:35  Florian Rudolf-Miklau － オーストリア農林省砂防部 副部長 

「オーストリアにおける土砂災害と地すべり災害の発生危険度と被災リスクの評価」 

“Hazard and risk assessment on sediment and landslide disasters in Austria” 

11:35-12:05  Arthur Kanonier － オーストリア国ウィーン工科大学土地政策学部 教授 

「減災のための土地利用と運用」 

“Land-use and management for disaster mitigation” 

昼休み 
12:05-13:15   
 

13:15-13:45  Thomas Glade － オーストリア国ウィーン大学地理・地域研究学部 教授 

「地すべり早期警報システム - 基本概念と実用例」 

“Landslide Early Warning Systems – concepts and some applications” 

13:45-14:15  丸谷知己 － 北海道大学大学院農学研究院 教授 

「地球環境の変化のもとでの土砂災害」 

“Sediment disasters with changing earth” 

14:15-14:35  質疑 

休憩 
14:35-14:55   

講演(Ⅱ)  座長：丸井英明 特任教授（日本語通訳含む） 
14:55-15:25  Siegfried Sauermoser － オーストリア国チロル州砂防工事局 局長 

「ここ数年間にチロル州で発生した土石流」 

“Debris flow events in Tyrol in the last few years” 

15:25-15:55  Anton Mattle － オーストリア国ガルテュア村 村長 

「オーストリア国ガルテュア村における災害発生危険度と被災リスク」 

“Hazard and risk in Galtuer” 

15:55-16:10  福岡 浩 － 新潟大学災害・復興科学研究所 教授 

「日本における最近の土砂災害や地すべり災害」 

“Recent sediment and landslide disasters in Japan” 

16:10-16:25  丸井英明 － 新潟大学災害・復興科学研究所 特任教授 

「ハザードゾーニング、監視と早期警戒」 

“Hazard zoning, monitoring and early warning” 

16:25-16:40  質疑 

閉会 
16:40-16:45:  閉会の辞：高橋 均 － 新潟大学 副学長・研究担当理事 

 

 

 


